
は
じ
め
に

地
方
能
楽
史
の
研
究
は
、
従
来
、
江
戸
時
代
の
大
名
家
周
辺
の
能
楽
、
す

な
わ
ち
「
〜
藩
の
能
楽
」
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
き
た
。
だ
が
、
町
人
文
化

圏
の
能
楽
や
近
代
以
降
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

岐
阜
県
大
垣
市
は
、
濃
尾
平
野
の
北
西
部
、
木
曽
三
川
の
一
つ
で
あ
る
揖

斐
川
の
西
岸
に
位
置
す
る
、
県
最
西
部
の
市
で
あ
る
。
古
く
か
ら
揖
斐
川
を

利
用
し
た
運
輸
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
を
有
す
る
土
地
と
し
て
栄
え
、
松
尾
芭

蕉
の
『
奧
の
細
道
』
の
終
着
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
大
垣
の
有
力
な
町
衆
で
あ
り
、
著
名
な
俳
人
の
子
孫
で
あ
る

谷
九
太
夫
家
の
史
料
、
大
垣
市
立
図
書
館
蔵
「
山
下
家
文
書
」
の
謡
曲
関
連

資
料
を
も
と
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る
同
地
域
の
謡
文
化
に
つ
い
て
、

�
町
衆
の
謡
は
、
京
都
で
独
自
の
享
受
シ
ス
テ
ム
が
完
成
し
て
い
た
い
わ

ゆ
る
「
京
観
世
」
で
あ
っ
た
こ
と
。

�
谷
九
太
夫
は
「
京
観
世
」
の
岩
井
家
門
人
で
あ
る
、
沢
家
の
直
弟
子
で

あ
り
、
大
垣
に
は
他
に
薗
家
の
門
人
も
い
た
こ
と
。

�
観
世
流
の
家
元
制
度
が
発
展
す
る
過
程
で
、
岩
井
家
と
沢
家
の
間
で
争

議
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
。

な
ど
を
紹
介
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、
伝
書
等
の
記
事
を
引
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
漢

近
世
後
期
に
お
け
る
大
垣
の
町
衆
と
謡
曲

谷
九
太
夫
と
「
京
観
世
」

A
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the
Y^
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L
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字
は
通
用
の
字
体
を
用
い
、
句
読
点
を
付
し
た
。
ま
た
、
伝
書
の
引
用
文
中

に
お
け
る
傍
線
は
米
田
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
大
垣
の
謡
と
「
京
観
世
」

江
戸
時
代
に
お
け
る
大
垣
の
謡
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
河
合
治
平
「
大
垣

の
謡
曲

そ
の
他
」（
１
）に

、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
（
傍
線
は
米
田
）。

大
垣
の
謡
曲
は
、�

古
く
は
士
族
の
江
戸
詰
の
際
、
江
戸
で
師
匠
を
求

め
、
稽
古
し
て
帰
り
、
そ
れ
を
伝
え
た
も
の
で
、
大
略
観
世
流
で
あ
る
。

�

又
、
町
家
の
方
は
、
京
都
で
稽
古
し
た
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
伝
え

た
こ
と
に
よ
り
、
京
都
風
の
謡
で
、
通
称
京
観
世
と
い
っ
た
。
今
は
、

全
国
に
其
の
謡
風
を
伝
え
る
者
無
く
、
私
の
知
っ
た
人
は
、
明
治
初
期
、

郭
町
に
、
片
山
孫
左
衛
門
と
い
う
人
、
京
都
の
浅
野
太
左
衛
門
に
稽
古

し
、
そ
れ
を
町
方
の
子
弟
に
伝
え
た
。
私
の
師
は
、
士
族
で
、
岡
田
暢

三
と
い
い
、
謡
の
系
統
は
、�

同
士
族
で
馬
淵
五
左
衛
門
と
い
う
人
、
江

戸
詰
の
際
、
山
階
竜
五
郎
師
に
学
び
、
帰
垣
し
て
、
岡
田
氏
、
其
の
他

に
伝
え
ら
れ
た
。
其
の
他
に
、
酒
井
祥
三
と
い
う
師
匠
も
あ
っ
た
。
い

ず
れ
も
、
家
元
風
の
謡
で
あ
る
。
私
の
師
の
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
戸

田
家
の
分
家
戸
田
縫
殿
家
で
、
時
折
り
催
能
あ
っ
た
義
を
聞
く
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
垣
の
謡
の
主
流
は
主
に
観
世
流
で
あ
る
が
、
士
族
は

江
戸
の
師
匠
に
習
い
、
一
方
、
町
衆
は
京
都
風
で
あ
っ
た
と
い
う
。

傍
線
部
�
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
藩
士
が
参
勤
交
代
の
制
度
を
利
用
し
て

江
戸
の
家
元
の
謡
を
本
国
に
持
ち
帰
る
例
は
、
他
藩
に
も
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
彦
根
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
享
保
か
ら
明
和
年
間
に
か
け
て
、
藩
士
ら

が
江
戸
で
喜
多
流
の
家
元
の
直
弟
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
藩
士
岡
本
節

斎
（
五
代
目
岡
本
半
右
衛
門
）
著
の
謡
伝
書
『
太
郎
次
郎
』（
法
政
大
学
能
楽

研
究
所
鴻
山
文
庫
蔵
。
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
成
立
）
か
ら
知
ら
れ
る
。

岡
本
節
斎
自
身
は
、
享
保
十
六
年
（
一
七
三
一
）
に
喜
多
流
七
世
大
夫
・
十

大
夫
定
能
の
直
弟
子
と
な
り
、
家
元
後
継
者
だ
っ
た
七
大
夫
長
義
や
そ
の
高

弟
の
近
藤
久
四
郎
、
黒
川
市
郎
兵
衛
ら
の
指
導
を
受
け
て
い
た
。
他
の
藩
士

た
ち
も
江
戸
で
弟
子
入
り
し
て
お
り
、
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
に
書
写
し
た
謡
本

を
持
ち
寄
り
、
明
和
三
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
、
当
時
の
家
元
で
あ
っ
た
八

世
十
大
夫
親
能
に
問
い
合
わ
せ
な
が
ら
、
仲
間
内
で
用
い
る
謡
本
と
し
て
再

編
集
し
て
い
た（
２
）。

大
垣
に
お
い
て
も
、
藩
士
た
ち
が
江
戸
の
師
匠
に
習
っ
て
い
た
と
い
う
の

は
自
然
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
傍
線
部
�
に
見
ら
れ
る
「
馬
淵
五

左
衛
門
」
に
つ
い
て
、
他
史
料
か
ら
そ
の
人
の
名
を
見
出
す
こ
と
は
未
だ
で

き
て
い
な
い
が
、
馬
淵
姓
の
藩
士
は
、
『
享
保
年
中
分
限
』（
３
）に
「
馬
淵
只
五

郎
」
を
見
出
せ
る
。

一
方
、
町
衆
の
謡
に
つ
い
て
は
、
傍
線
部
�
に
「
京
観
世
」
で
あ
っ
た
と

（
１
）

『
大
垣
も
の
が
た
り

５
』
大
垣
市
文
化
財
協
会

昭
和
三
十
九
年
三
月

（
２
）

拙
稿
「
湖
面
を
渡
る
謡
の
声
―
彦
根
藩
士
と
太
郎
次
郎
―
」。『
日
本
文
学
』

平
成
十
一
年
十
月
号

（
３
）

鈴
木
喬
『
大
垣
藩
戸
田
家
の
見
聞
書
―
二
百
年
間
集
積
史
料
「
御
家
耳
袋
」』

所
収
。
平
成
十
八
年
七
月
。
岩
田
書
院
。

二

近世後期における大垣の町衆と謡曲２４



記
さ
れ
て
い
る
。

「
京
観
世
」
と
は
、
観
世
流
の
謡
の
諸
派
の
う
ち
、
独
特
の
芸
系
と
芸
風

を
有
す
る
一
派
の
こ
と
で
あ
る
。
芸
系
と
し
て
は
、
江
戸
時
代
前
期
、
京
都

で
素
謡
教
授
を
専
門
と
し
一
大
勢
力
を
築
い
た
福
王
（
服
部
）
宗
巴
（
一
六

〇
九
〜
七
三
）
の
門
弟
た
ち
を
祖
と
し
て
お
り
、
芸
風
を
江
戸
の
観
世
流
と

は
異
に
し
て
い
る
。
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
観
世
流
に
吸
収
さ
れ
、
そ
の
五

つ
の
家
を「
五
軒
家
」と
称
し
、
の
ち「
京
観
世
」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

江
戸
幕
府
直
属
の
シ
テ
方
流
儀
の
う
ち
筆
頭
で
あ
る
観
世
流
は
、
も
と
も

と
最
大
の
規
模
を
有
し
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
中
期
の
享
保
末
ご
ろ
か
ら
い

っ
そ
う
勢
力
を
拡
大
し
て
い
た
。
日
本
の
諸
芸
に
お
け
る
家
元
制
度
そ
の
も

の
が
、
元
禄
期
か
ら
享
保
期
以
降
、
つ
ま
り
十
八
世
紀
に
は
、
家
元
が
家
芸

一
切
の
相
伝
権
を
独
占
す
る
伝
授
体
系
と
し
て
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
そ
の
例
の
ひ
と
つ
で
あ
る（
４
）。

観
世
流
に
よ
る
「
京
観
世
」
の
吸
収
は
十
五
世
大
夫
元
章
（
家
元
在
位
延

享
四
﹇
一
七
四
七
﹈
〜
安
永
三
﹇
―
七
四
﹈）の
代
に
完
成
さ
れ
た
。
観
世
元

章
と
い
え
ば
、
流
儀
内
の
改
革
を
断
行
し
た
家
元
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
中

で
も
、
彼
が
編
集
し
た
統
一
謡
本
「
明
和
改
正
謡
本
」
に
見
ら
れ
る
謡
曲
詞

章
の
改
訂
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
彼
が
出
仕
、
能
の
指
南
を
し
た
田

安
宗
武
（
八
代
将
軍
吉
宗
の
子
）
周
辺
の
国
学
の
影
響
を
受
け
、
従
来
の
謡

本
か
ら
文
言
を
大
幅
に
改
訂
し
た
も
の
で
あ
る（
５
）。
元
章
は
流
儀
の
門
弟
に
対

し
、
こ
の
改
訂
版
謡
本
の
使
用
を
強
要
し
た
た
め
、
門
弟
の
中
に
は
不
満
を

持
つ
も
の
が
多
く
い
た
。
本
稿
第
二
節
で
触
れ
る
岩
井
七
郎
右
衛
門
励
助
の
、

先
代
直
恒
も
、
著
書
の
中
で
元
章
の
改
正
謡
本
に
対
す
る
批
判
を
述
べ
て
い

る（
６
）。本

稿
で
取
り
上
げ
る
大
垣
の
文
書
類
は
、ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
「
京
観
世
」

の
転
換
期
、
す
な
わ
ち
京
都
独
自
の
教
授
シ
ス
テ
ム
が
解
体
し
、
江
戸
を
中

心
と
す
る
家
元
制
度
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
過
程
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

大
垣
に
限
ら
ず
、
岐
阜
地
域
の
謡
文
化
は
、「
京
観
世
」
と
の
関
係
が
強
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
大
谷
節
子
氏
に
よ
り
、「
京
観
世
」
の
「
五
軒
家
」
に
お
け

る
門
人
帳
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
岐
阜
」「
美
濃
大
垣
」
な
ど
、

岐
阜
地
域
の
人
名
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ま
た
、「
京
観
世
」
の
岩
井

家
の
資
料
が
、
美
濃
加
治
田
の
酒
造
業
平
井
家
で
発
見
さ
れ
た
例
も
あ
る（
７
）。

こ
の
ほ
か
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
九
月
十
五
日
、
岐
阜
市
公
園
内
の

萬
松
館
で
開
催
さ
れ
た
「
岐
阜
観
世
会
三
十
周
年
記
念
素
謡
会
」
の
際
に
、

番
組
の
別
紙
と
し
て
作
成
さ
れ
た
熊
野
久
夫
の
随
想
文
「
岐
阜
観
世
会
に
つ

き
て
」
の
次
の
記
述
も
興
味
深
い
。

か
へ
り
み
れ
ば
三
十
余
年
以
前
当
地
方
の
謡
は
幾
ん
ど
京
謡
ば
か
り
が

流
行
し
て
お
り
ま
し
て
、
し
か
も
各
自
が
、
め
い
�
�
に
勝
手
な
会
釈

を
つ
け
て
得
意
に
な
つ
て
謡
つ
て
お
る
状
態
で
し
た
。

（
架
蔵
資
料
に
よ
る
）

（
４
）

西
山
松
之
助
『
家
元
の
研
究
』。初
版
昭
和
三
十
四
年
。
再
録
『
西
山
松
之
助

著
作
集

第
一
巻
』。昭
和
五
十
七
年
。
吉
川
弘
文
館
。

（
５
）

清
田
啓
子
「
作
品
研
究
『
梅
』」。『
観
世
』
昭
和
六
十
四
年
一
月
号
。

（
６
）

大
谷
節
子
「
京
観
世
岩
井
家
の
明
和
本
批
判
―
岩
井
七
郎
右
衛
門
家
旧
蔵
文

書
か
ら
」。『
能
と
狂
言
』
第
六
号
。
平
成
二
十
年
。
ぺ
り
か
ん
社
。

（
７
）

大
谷
節
子

注
�
前
掲
書
。

三
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昭
和
十
年
の
「
三
十
余
年
以
前
」
は
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
以

前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
、
岐
阜
の
町
衆
の
謡

は
、
京
観
世
が
主
流
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る（
８
）。

二
、
谷
九
太
夫
の
謡
仲
間

�

山
下
家
文
書
の
謡
曲
関
係
資
料

大
垣
市
立
図
書
館
蔵
山
下
家
文
書
は
、
江
戸
時
代
に
船
町
中
組
総
代
を
勤

め
た
船
問
屋
・
谷
九
太
夫
家
の
史
料
類
で
あ
る
。

歴
代
九
太
夫
の
う
ち
三
代
目
（
正
保
三
年
﹇
一
六
四
六
﹈
―
享
保
十
年
﹇
一

七
二
五
﹈）は
木
因
と
号
す
る
俳
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
松
尾
芭
蕉
と
親

交
が
あ
り
、
『
奥
の
細
道
』
の
旅
を
終
え
た
大
垣
か
ら
伊
勢
へ
と
旅
立
つ
芭

蕉
を
、
自
亭
前
の
船
町
湊
か
ら
見
送
っ
て
い
る
（
元
禄
二
年
﹇
一
六
八
九
﹈

九
月
）。

山
下
家
文
書
は
、
『
大
垣
市
立
図
書
館
発
行

蔵
書
目
録
解
説
』
に
は
、

次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

俳
聖
松
尾
芭
蕉
と
、
京
の
北
村
季
吟
の
相
弟
子
で
あ
る
大
垣
の
谷
木
因

（
船
問
屋

通
称
九
太
夫
）
末
裔
、
山
下
つ
な
氏
所
蔵
の
史
料
を
収
録

し
て
、
東
京
大
学
文
学
部
教
授

森
川
昭
氏
が
『
谷
木
因
全
集
』
を
編

輯
さ
れ
た
の
を
機
に
、
森
川
先
生
を
通
じ
て
、
大
垣
市
へ
寄
贈
さ
れ
た

文
書
目
録
で
す
。

『
蔵
書
目
録
解
説
』
八
頁
の
「
６

謡
曲
」
部
に
は
、
計
十
三
点
の
史
料

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
同
書
を
引
用
し
て
示
す
が
、
記
載
は
分
類
番

号
・
標
題
・
数
量
・
年
次
と
、
二
行
目
以
降
略
解
説
の
順
で
あ
る
。
た
だ
し
、

各
冒
頭
の
分
類
番
号
に
つ
い
て
は
、
「
Ｙ
Ｍ
７０
―
６
―
１
」
の
う
ち
、
山
下

家
文
書
の
美
術
部
で
あ
る
こ
と
を
示
す
「
Ｙ
Ｍ
７０
」
を
略
し
、
【
６
―
１
】

の
形
で
示
し
た
。

【
６
―
１
】
年
始
挨
拶

１
通

―
・
正
・
２９

岩
井
励
助
・
岩
井
七
郎
右
衛
門
か
ら
谷
九
太
夫
宛

【
６
―
２
】
父
子
改
名
祝
金
受
納
之
礼

１
通

―
・
４
・
１４

岩
井
七
郎
右
衛
門
直
忠
・
岩
井
励
助
か
ら
谷
季
因
宛

【
６
―
３
】
沢
父
子
離
縁
之
事
並
眼
病
之
見
舞
状

１
通

―
・
卯
・
１４

（
岩
井
）
励
助
か
ら
季
因
宛

【
６
―
４
】
門
弟
取
立
ニ
関
ス
ル
沢
・
岩
井
両
家
入
組
和
談
一
札

１
通

文
化
５
・
４
・
５

片
山
氏
・
岩
井
七
郎
右
衛
門
か
ら
沢
文
内
宛

【
６
―
５
】
年
頭
之
祝
詞

１
通

―
・
正
・
吉
日

沢
文
次
郎
・
沢
文
内
か
ら
谷
季
因
宛

【
６
―
６
】
観
世
家
出
火
ニ
付
金
策
之
為
入
門
者
世
話
依
頼
状

１
通

―
・
４
・
１５

（
＊
）

上
記
の
た
め
日
吉
氏
上
京
中
に
付
止
宿
見
舞
の
菓
子
、
肴
の

費
用
分
担
願
い

沢
文
内
か
ら
谷
九
太
夫
宛
（
＊
米
田
注

（
８
）

拙
稿
「
昭
和
十
年
以
前
の
岐
阜
に
お
け
る
観
世
流
の
歩
み
」。『
東
海
能
楽
研

究
会
年
報
』
第
十
七
号
。
平
成
二
十
五
年
。
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「
上
記
」
と
は
文
書
の
標
題
の
こ
と
。
『
蔵
書
目
録
』
は
横

書
き
の
た
め
「
上
記
」
と
な
る
）

【
６
―
７
】
依
頼
之
謡
曲
本
之
飛
脚
賃
ニ
就
而

１
通

―
・
１０
・
１２

附
十
一
月
七
日
助
作
追
善
謡
組
合
表
及
岩
井
氏
住
所
書

【
６
―
８
】
家
元
へ
直
入
門
ニ
付

誓
詞
一
札
控

１
通

天
明
５
・
５
・
８

【
６
―
９
】「
砧
」
伝
授
之
誓
詞
一
札
之
事
（
案
文
）
１
通

―
・
―
・
―

姓
名
、
実
名
書
判
か
ら
観
世
織
部
宛

【
６
―
１０
】
岩
井
氏
之
事
状
預
リ
中
ニ
付
受
取
人
差
遣
さ
れ
度
事

１
通

―
・
３
・
１１

岐
阜
白
木
町
小
林
八
郎
兵
衛
か
ら
谷
九
太
夫
宛

【
６
―
１１
】
来
ル
十
九
日
先
祖
年
回
勤
ニ
付
風
聴
願

１
通

―
・
２
・
１２

差
出
人
・
宛
先
不
明

【
６
―
１２
】
謡
曲
仲
間
人
名
表

１
通

―
・
―
・
―

（
＊
）

（
同
上
之
回
覧
先
歟
）（
＊
米
田
注
「
同
上
」
と
は
【
６
―
１１
】

の
こ
と
。『
蔵
書
目
録
』
は
横
書
き
の
た
め
「
同
上
」
と
な
る
）

【
６
―
１３
】
谷
九
太
夫
六
十
賀
謡
講
組
合
表
並
趣
意
書

１
通

―
・
３
・
２６

こ
れ
ら
の
史
料
の
標
題
お
よ
び
略
解
説
に
見
ら
れ
る
主
な
人
名
に
つ
い
て
、

先
行
研
究
か
ら
知
ら
れ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
簡
単
に
挙
げ
て
お
き
た
い
。

�
谷
九
太
夫
季
因（【
６
―
１
】【
６
―
２
】
ほ
か
）
近
世
後
期
、
文
政
ご
ろ

の
谷
九
太
夫
家
当
主
。

�
岩
井
励
助（【
６
―
１
】
ほ
か
）
岩
井
家
五
代
・
七
郎
右
衛
門
信
精
。
幼

名
を
新
之
丞
と
称
し
、
後
に
励
助
と
改
め
る
。
法
号
は
励
観
信
精
居
士
。

文
政
十
三
亥
年
正
月
十
一
日
没
、
七
十
八
歳
（
大
谷
節
子
氏
作
成
系
図

よ
り
。
次
項
も
）。

�
七
郎
右
衛
門（【
６
―
１
】
ほ
か
）
岩
井
家
六
代
・
七
郎
右
衛
門
直
忠
。

養
子
。
葦
部
四
郎
兵
衛
の
子
。
五
代
・
信
精
の
娘
小
枝
の
夫
。
法
号
は

考
観
直
忠
居
士
。
文
政
八
酉
年
五
月
十
九
日
没
、
三
十
歳
。

�
沢
文
内（【
６
―
５
】
ほ
か
）
岩
井
家
の
門
人
。
大
津
の
人
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
は
、
大
垣
の
谷
九
太
夫
家
に
宛
て
ら
れ
た
、
京
観
世
の

一
つ
岩
井
家
の
五
代
・
六
代
父
子
や
、
そ
の
門
人
沢
文
内
か
ら
の
書
簡
が
中

心
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
京
都
観
世
流
の
重
鎮
で
あ
る
片
山
氏（【
６
―
４
】）

や
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、
観
世
流
別
家
で
あ
る
銕
之
丞
家
を
立
て
た

観
世
織
部（【
６
―
９
】）ら
の
名
が
見
ら
れ
る
。

時
代
と
し
て
は
、
年
代
不
明
の
史
料
が
多
い
も
の
の
、
明
ら
か
な
も
の
で

は
【
６
―
８
】
の
天
明
五
年
が
最
も
古
く
、
下
限
は
岩
井
父
子
が
没
し
た
文

政
年
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

�

谷
九
太
夫
の
謡
仲
間

次
に
、
史
料
の
中
に
見
ら
れ
る
人
名
を
取
り
上
げ
、
谷
九
太
夫
の
謡
仲
間

に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
次
の
【
６
―
１３
】
に
は
、
谷
九
太
夫
の
六
十
歳
を

祝
う
「
謡
講
」
が
行
わ
れ
た
際
の
番
組
が
記
さ
れ
て
い
る
。
「
謡
講
」
と
は

京
観
世
で
行
わ
れ
て
い
た
謡
会
の
こ
と
で
、
町
屋
の
一
室
で
催
さ
れ
、
入
場

料
を
取
っ
て
聴
衆
を
入
れ
、
障
子
越
し
に
聴
か
せ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

五
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【
６
―
１３
】
谷
九
太
夫
六
十
賀
謡
講
組
合
表
並
趣
意
書

三
月
廿
六
日

小
謡

谷
又
九
郎

谷
源
太
郎

西
王
母

安
田
幸
助

木
村
源
助

土
川
孫
兵
衛

箙

田
宮
専
右
衛
門

久
世
次
郎
右
衛
門

羽
衣

岡
田
藤
右
衛
門

水
野
文
内

竹
武
俊
助

放
下
僧

沼
波
源
太
郎

谷
久
太
夫

判

奥
田
勝
太
夫

安
宅

永
井
勝
左
衛
門

ツ
レ
安
田
新
治
郎

同

奥
村
作
右
衛
門

下
里
粂
助

宮
田
又
左
衛
門

安
藤
与
助

大
嶋
友
次
郎

吉
田
弥
左
衛
門

川
合
伝
次

高
木
利
八

川
合
与
三
郎

右
は
谷
九
太
夫
六
十
賀
謡
講
番
組
也
。
尤
俵
町（
＊
）（
マ
マ
）

葉
屋
九
左
衛
門
宅

ニ
お
ゐ
て
、
文
化
四
丁
卯
年
三
月
廿
六
日
暮
六
ツ
時
始
、
四
ツ
時
祝
言
。

上
首
尾
之
謡
講
也
。
尤
聴
衆
夥
敷
間
毎
御
な
か
庭
�
聴
衆
あ
り
。
（
＊

米
田
注
「
茶
」
か
）

右
趣
意
ハ
、
園
連
中
旧
友
之
衆
、
折
節
岡
田
藤
右
衛
門
殿
宅
に
て
謡

講
有
之
ニ
付
、
す
ゝ
め
ニ
よ
り
毎
度
相
加
り
う
た
ひ
候
事
有
之
処
、
賀

之
謡
講
相
催
は
や
と
一
緒
ニ
申
出
さ
れ
、
直
ニ
番
組
等
も
出
来
有
上
ニ

《
安
宅
》
所
望
之
由
ニ
付
、
手
後
レ
い
か
ゝ
か
と
申
候
へ
は
、
賀
之
事

（
マ
マ
）

な
る
ゆ
へ
若
か
へ
り
そ
悲
ハ
候
や
と
被
申
候
文
有
ニ
、
進
実
も
姿
こ

そ
仕
方
も
な
し
、
な
と
か
気
分
品
廿
年
引
も
と
し
候
ハ
ヽ
何
か
若
か
へ

り
有
、
一
興
相
勤
申
候
ハ
は
や
と
の
気
分
ニ
な
り
、
無
故
障
勤
、
追
々
悦

候
人
有
之
。
別
而
賀
の
う
た
ひ
な
と
前
後
め
つ
ら
し
き
。（
以
下
、
略
）

こ
の
催
し
は
も
と
も
と
「
園
連
中
」
が
「
岡
田
藤
右
衛
門
」
宅
に
て
催
し

て
い
た
謡
講
に
便
乗
し
た
企
画
だ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
。
「
園
」
と
は
、
京

そ
の

観
世
の
五
軒
家
の
う
ち
薗
家
を
指
し
て
い
る
。

薗
久
右
衛
門
家
の
門
人
帳（
９
）に
よ
れ
ば
、
薗
家
は
土
佐
や
讃
岐
、
伊
予
、
備

中
、
備
後
、
岐
阜
、
美
濃
の
各
地
に
門
人
を
持
ち
、
各
地
に
素
謡
の
弟
子
を

有
し
て
い
た
。
こ
の
う
ち
岐
阜
、
美
濃
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
対
象
と
し
て

い
る
時
期
と
重
な
る
文
政
年
間
に
入
門
者
が
集
中
し
、
文
政
十
年
に
岐
阜
か

ら
十
六
名
、
同
じ
十
二
年
に
大
垣
か
ら
七
名
が
入
門
し
て
い
る
（
こ
の
ほ
か

天
保
四
年
に
大
垣
か
ら
五
名
が
入
門
）。
文
政
年
間
に
お
け
る
薗
家
の
全
入

門
者
が
百
四
十
五
名
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
る
と
、
な
か
な
か
の
人
数
だ
と

い
え
よ
う
。

そ
し
て
、
同
門
人
帳
に
お
け
る
大
垣
の
者
の
中
に
、
谷
九
太
夫
の「
謡
講
」

出
演
者
で
あ
る
土
川
孫
兵
衛
の
名
が
見
ら
れ
、
大
垣
に
て
「
園
連
中
」
が
謡

（
９
）

大
谷
節
子
「
京
観
世

薗
久
右
衛
門
家
門
人
帳

解
題
と
翻
刻
」（『
神
女
大

国
文
』
十
八
号
。
平
成
十
九
年
）
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講
を
催
し
て
い
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
邸
宅
が
定
例
の
会
場

と
な
っ
て
い
た
と
い
う
「
岡
田
藤
右
衛
門
」
は
《
羽
衣
》
の
ワ
キ
を
つ
と
め

て
い
る
も
の
の
、
そ
の
名
は
薗
家
の
門
人
帳
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

岩
井
な
ど
別
の
家
の
門
人
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
謡
講
の
主
人
公
で
あ
る
谷
九
太
夫
は
、
《
安
宅
》
の
シ
テ
を
つ
と
め

て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
賀
之
謡
」
す
な
わ
ち
長
寿
の
祝
賀
会
で
は
珍
し
い
ら

し
く
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
の
経
過
が
記
さ
れ
て
い
る
。
谷
九
太
夫
の
心
身
共
に
強

健
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
の
謡
講
に
も
出
演
し
て
い
る
、
大
垣
に
お
け
る
主
な
謡
の
メ
ン
バ
ー
を

列
挙
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
【
６
―
１２
】
謡
曲
仲
間
人
名
表
で
あ
る
。
参

考
に
、
【
６
―
１３
】
で
の
演
目
を
併
せ
て
記
し
て
お
く
。

【
６
―
１２
】
謡
曲
仲
間
人
名
表

水
野
文
内

〔《
放
下
僧
》
シ
テ
〕

田
宮
仙
右
衛
門

〔
田
宮
専
右
衛
門
の
名
で
《
箙
》
の
ワ
キ
〕

武
光
俊
助

〔《
放
下
僧
》
ツ
レ
の
竹
武
俊
助
か
〕

久
世
次
郎
右
衛
門

〔《
羽
衣
》
シ
テ
〕

八
百
屋
源
助

〔《
西
王
母
》
ツ
レ
の
木
村
源
助
か
。〕

玉
屋
藤
右
衛
門

〔《
羽
衣
》
ワ
キ
の
岡
田
藤
右
衛
門
か
。〕

紀
伊
国
屋
萬
蔵

米
屋
宇
平

沼
波
源
太
郎

〔《
放
下
僧
》
ワ
キ
〕

米
屋
孫
兵
衛

〔《
箙
》
シ
テ
の
土
川
孫
兵
衛
か
。〕

茶
屋
嘉
左
衛
門

こ
こ
に
は
屋
号
で
記
さ
れ
た
人
名
も
多
く
、
大
垣
の
町
人
で
あ
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
文
政
十
一
年
以
降
、
藩
主
お
目
見
え
を
許
さ
れ
た
惣
町
年
寄
・

惣
年
寄
見
習
等
の
町
役
氏
名
の
記
録
で
あ
る
下
里
家
文
書
「
御
目
見
順
列
控

帳
」（
１０
）に
は
、
久
世
治
郎
右
衛
門
や
八
百
屋
源
助
、
米
屋
孫
兵
衛
、
谷
九
太
夫

ら
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

船
問
屋
谷
九
太
夫
家
は
、
藩
の
御
用
や
商
用
の
積
荷
な
ど
を
取
扱
い
、
大

垣
藩
の
水
運
を
担
う
豪
商
だ
っ
た
。
そ
し
て
九
太
夫
の
仲
間
た
ち
も
、
城
下

町
で
商
売
を
営
む
有
力
町
人
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
岩
井
家
と
沢
家

―
家
元
制
度
下
に
お
け
る
取
次
の
変
化
―

�

取
次
を
め
ぐ
る
争
議

山
下
家
文
書
の
謡
曲
関
係
資
料
に
お
け
る
特
徴
と
し
て
、弟
子
が
習
事（
特

別
な
伝
授
を
必
要
と
す
る
曲
や
演
出
）
の
相
伝
を
受
け
る
際
に
、
江
戸
の
家

元
と
の
間
を
仲
介
す
る
「
取
次
」
の
実
態
の
知
ら
れ
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
中
期
以
後
、
観
世
流
家
元
は
勢
力
を

拡
大
し
、
京
都
の
五
軒
家
を
取
り
込
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
地
方
在
住
の
「
京

観
世
」
門
人
た
ち
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
家
元
制
度
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ

た
の
か
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
１０
）

『
大
垣
市
史

資
料
編

近
世
一
』（
平
成
二
十
年
。
大
垣
市
）
所
収
。

七
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谷
九
太
夫
の
場
合
、
岩
井
七
郎
右
衛
門
の
門
人
で
あ
っ
た
が
、
直
接
的
に

は
、
大
津
の
沢
文
内
の
直
弟
子
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
資
料
内
に
記
さ
れ
る
沢

氏
と
の
関
わ
り
の
強
さ
か
ら
知
ら
れ
る
。

は
じ
め
に
、
「
九
番
習
」
と
称
さ
れ
る
習
事
の
曲
を
稽
古
す
る
に
あ
た
り
、

そ
の
免
し
を
得
る
際
の
誓
詞
が
残
さ
れ
た
史
料
を
見
て
み
よ
う
。

【
６
―
８
】
家
元
へ
直
入
門
ニ
付

誓
詞
一
札
控

（
抄
出
）

一
札

一
、
私
儀
此
度
其
許
御
取
次
を
以

御
家
元
へ
直
御
入
門
仕
候
ニ
付

定
家

大
原
御
幸

景
清

俊
寛

角
田
川

遊
行
柳

当
麻

藤
戸

鉢
木

右
九
番
之
御
謡
、
早
速
御
引
渡
被
下
、
忝
仕
合
奉
存
候
。

追
々
御
伝
授
之
事
は
時
節
を
以
御
願
可
申
候
。
勿
論
、
従

御
家
元
御
伝
授
無
之
内
御
習
事
有
間
敷
儀
等
、

堅
ク
仕
間
敷
、
猶
又
右
九
番
と
て
も
簾
末
ニ
仕
間
敷
候
。

則
折
紙
ニ
書
顕
候
趣
、
急
度
相
守
可
申
候
条
、

一
札
仍
如
件
。

天
明
五
乙
巳
年
八
月

美
濃
国
安
八
郡
大
垣

谷

九
太
夫

名
乗
書
判

御
取
次

岩
井
七
郎
右
衛
門

殿

御
取
立

沢

文
内

殿

八

大
垣
市
立
図
書
館
蔵

山
下
家
文
書

「
Ｙ
Ｍ
７０－

６－

８

家
元
へ
直
入
門
ニ
付

誓
詞
一
札
控
」

近世後期における大垣の町衆と謡曲１８



こ
の
末
尾
の
記
載
に
は
、
岩
井
七
郎
右
衛
門
が
「
取
次
」、
沢
文
内
が
「
取

立
」
と
し
て
併
記
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
の
【
６
―
５
】
に
よ
れ
ば
、
そ

の
後
、
こ
の
岩
井
家
と
沢
家
の
間
で
争
議
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

【
６
―
５
】
門
弟
取
立
ニ
関
ス
ル
沢
・
岩
井
両
家
入
組
和
談
一
札

一
札

一
、
以
来
沢
家
は
、
岩
井
家
之
客
分
之
事
。

一
、
沢
家
取
立
之
内
、
御
直
弟
相
願
候
仁
有
之
候
節
は
、
岩
井
家
へ
不

拘
、
沢
家
よ
り
是
�
之
通
り
直
々
御
学
殿
衆
江
相
願
可
申
候
事
。

一
、
沢
家
取
立
御
入
門
相
済
有
之
候
仁
、
又
々
御
習
事
相
願
候
節
は
、

猶
又
岩
井
家
よ
り
之
添
へ
状
右
両
通
ヲ
以
、
沢
家
よ
り
相
願
可
申
候
事
。

一
、
先
年
よ
り
疎
遠
ニ
相
過
候
所
、
江
戸
御
表
并
片
山
氏
段
々
御
心
配

被
成
候
ニ
付
、
右
之
条
々
御
契
約
ニ
而
、
此
度
和
談
御
同
慶
仕
候
。
仍

以
来
御
互
ニ
彼
是
有
之
間
敷
候
事
、
為
後
日
仍
而
一
札
如
件
。

文
化
五
年

辰
四
月
五
日

岩
井
七
郎
衛
門

書
印

沢

文
内
殿

最
初
の
一
つ
書
き
で
は
、
「
沢
家
は
、
岩
井
家
之
客
分
」
と
記
さ
れ
、
両

家
の
格
付
け
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
番
目
・
三
番
目
の
一
つ

書
き
に
よ
れ
ば
、
沢
家
の
直
弟
子
と
し
て
新
規
に
入
門
す
る
際
は
、
家
元
へ

の
取
り
次
ぎ
は
沢
家
が
直
接
行
っ
て
も
よ
い
が
、
習
事
を
相
伝
す
る
場
合
は

岩
井
家
の
「
添
へ
状
」
が
必
要
だ
と
言
っ
て
い
る
。

能
の
家
元
制
度
に
お
い
て
は
、
家
元
の
下
に
中
間
教
授
層
が
置
か
れ
、
職

分
・
準
職
分
・
師
範
の
順
に
階
層
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
階
級
は
、
役
者

が
属
す
る
家
の
「
格
」
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
は
、

技
能
の
相
伝
免
許
の
授
受
を
通
し
て
常
に
家
元
の
権
力
が
直
接
に
及
ぶ
よ
う

整
え
ら
れ
て
い
き
、
中
で
も
習
事
の
相
伝
は
免
状
料
が
発
生
す
る
の
で
、
家

元
制
度
の
経
済
面
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。
家
元
と
末
端
の
弟
子
と
を
取

り
次
ぐ
中
間
教
授
層
に
も
取
り
次
ぎ
料
が
発
生
す
る
た
め
、
自
分
の
家
格
が

ど
こ
に
位
置
す
る
か
は
、
沢
家
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。お

そ
ら
く
は
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、
両
家
の
間
に
争
議
が
発
生
し
、
「
先

年
よ
り
疎
遠
」
と
い
う
事
態
に
陥
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
江
戸
の

家
元
や
、
京
都
観
世
流
の
重
鎮
で
あ
る
片
山
氏
が
間
に
入
り
、
「
和
談
御
同

慶
」
と
い
う
状
態
に
落
ち
着
い
た
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
「
和
談
同
慶
」
と
い
う
語
は
、
他
の
史
料
か
ら
も
見
出
せ
る
。
【
６

―
６
】
は
、
観
世
の
家
元
が
火
災
に
遭
っ
た
た
め
、
再
建
の
金
策
と
し
て
、

沢
文
内
が
谷
九
太
夫
に
新
し
い
入
門
者
の
斡
旋
を
依
頼
す
る
書
簡
で
あ
る
。

【
６
―
６
】
観
世
家
出
火
ニ
付
金
策
之
為
入
門
者
世
話
依
頼
状
（
追
伸
部

分
よ
り
翻
刻
）

一

先
年
よ
り
疎
遠
ニ
相
過
候
岩
井
・
此
方
之
義
、
右
之
通
り
幸
日
吉

も
出
京
ニ
付
、
此
度
早
共
に
和
談
同
慶
仕
候
間
、
最
早
之
御
風
聴
侍
れ

は
乍
慮
外
御
安
意
可
被
申
候
。

長
々
之
義
可
聞
所
、
先
以
時
節
到
来
ニ
而
、
何
方
も
相
済
候
事
御
同
前
、

九
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御
歓
被
下
度
。

尤
右
之
通
り
之
一
札
、
互
ニ
為
取
替
無
之
間
、
今
誰
も
、
御
落
手
候
と

申
し
候
。

（
…
…
略
…
…
）

四
月
十
五
日

澤
文
内

谷
九
太
夫
様

こ
こ
か
ら
は
、
岩
井
家
と
の
問
題
が
和
解
に
向
か
い
、
安
心
し
た
様
子
が

窺
わ
れ
る
。
と
同
時
に
、
家
元
制
度
に
お
け
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
組
織
内
の
位

置
づ
け
を
め
ぐ
り
、
中
間
教
授
層
が
翻
弄
さ
れ
て
い
た
実
態
が
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
。

【
６
―
６
】
の
「
出
火
」
と
は
、
具
体
的
に
は
、
文
化
十
三
年
（
一
八
一

六
）
の
、
観
世
大
夫
清
暢
に
よ
る
江
戸
幸
橋
門
外
で
の
勧
進
能
火
災
の
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
催
し
は
暴
風
と
火
災
に
見
舞
わ
れ
、
大
損
害
を

被
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

だ
と
す
る
と
、
【
６
―
８
】
の
年
記
で
あ
る
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
に

は
併
記
の
形
だ
っ
た
岩
井
家
と
沢
家
が
、
【
６
―
５
】
の
文
化
五
年
ま
で
に

「
疎
遠
」
の
状
態
と
な
り
、
「
和
談
同
慶
」
を
経
て
、
【
６
―
６
】
の
文
化

十
三
年
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
観
世
流
に
始
ま
っ

た
家
元
制
度
の
整
備
が
喜
多
流
や
宝
生
流
な
ど
他
の
流
儀
に
も
波
及
し
、
よ

り
強
固
に
な
っ
て
い
く
過
程
の
事
象
と
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。

�

沢
文
内
家
の
動
向

沢
家
の
系
図
は
未
調
査
だ
が
、
山
下
家
文
書
に
は
、
沢
家
内
部
の
後
継
者

問
題
が
窺
わ
れ
る
史
料
も
見
ら
れ
る
。
岩
井
家
五
代
目
で
あ
る
励
助
か
ら
谷

九
太
夫
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
か
ら
、
そ
の
状
況
を
見
て
み
た
い
。

【
６
―
３
】

沢
父
子
離
縁
之
事
並
眼
病
之
見
舞
状
（
抄
）

（
…
略
…
）

貴
翁
様
御
覚
候
不
被
成
哉
、
一
端
、
沢
助
作
文
内
殿
養
子
ニ
成
候
、
亡

父
取
立
駒
井
渕
治
と
申
仁
、
沢
氏
不
縁
後
大
坂
へ
罷
下
、
則
大
坂
ニ
而

駒
井
渕
治
と
申
而
謡
指
南
致
居
。

＊

其
忰
ヲ
大
坂
ニ
而
名
高
キ
米
屋
平
右
衛
門
殿
﹇
殿
村
氏
﹈
と
申
家
江
奉

公
ニ
遣
シ
、
当
時
致
別
家
、
則
、
米
屋
作
治
郎
と
申
候
。

右
渕
治
剃
髪
只
今
ハ
貫
斎
ト
申
候
、
当
年
八
旬
ニ
成
候
迚
、（
…
略
…
）

＊
﹇

﹈
内
は
「
米
屋
」
と
併
記

こ
こ
に
は
「
沢
助
作
文
内
」
と
記
さ
れ
、
か
つ
【
６
―
７
】（
引
用
掲
出
せ

ず
）
に
は
当
代
の
「
沢
文
内
」
署
名
に
て
「
助
作
」
の
追
善
番
組
が
記
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
「
文
内
」
は
代
々
襲
名
す
る
当
主
名
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。こ

れ
に
よ
れ
ば
、
助
作
文
内
が
後
継
者
と
し
て
迎
え
た
養
子
・
駒
井
渕
治

は
養
父
文
内
と
不
縁
に
な
り
、
大
坂
で
謡
師
範
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、

当
人
の
渕
治
は
出
家
し
、
そ
の
子
は
米
屋
と
い
う
屋
号
の
店
で
奉
公
し
た
後
、

別
家
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
は
「
卯
月
十
四
日
」
の
日
付
だ
け
で
年
記
は
な
い
が
、
引
用
以

前
の
箇
所
で
、
岩
井
励
助
が
自
ら
を
「
去
年
、
当
年
六
十
歳
ニ
相
成
」
と
称

一
〇
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し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
政
十
三
年
（
一
八
三
〇
）
に
七
十
八
歳
と
い
う
没

年
齢
に
よ
れ
ば
、
文
化
七
年
（
一
八
一
一
）
前
後
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
と

き
駒
井
渕
治
は
「
八
旬
」
す
な
わ
ち
八
十
歳
を
迎
え
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、

岩
井
励
助
よ
り
は
一
世
代
前
の
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

文
化
七
年
前
後
と
い
え
ば
、
ま
さ
に
岩
井
家
と
沢
家
が
「
疎
遠
」
か
ら
「
和

談
同
慶
」
に
至
る
間
の
時
期
で
あ
る
が
、
そ
れ
よ
り
遠
い
時
期
に
も
、
沢
家

に
は
注
目
す
べ
き
動
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

家
元
制
度
下
に
お
け
る
中
間
教
授
層
の
家
に
関
し
て
は
不
明
な
点
が
多
く
、

沢
家
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
資
料
は
貴
重
な
事
例
だ
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
山
下
家
文
書
を
も
と
に
、
大
垣
の
有
力
な
町
衆
で
あ
る
谷
九
太
夫

が
「
京
観
世
」
の
謡
を
た
し
な
み
、
岩
井
家
門
人
で
あ
る
沢
家
の
直
弟
子
と

な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
、
観
世
流
の
家
元
制
度
が
発
展
す
る
過

程
で
、
岩
井
家
と
沢
家
の
間
で
争
議
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

谷
九
太
夫
を
は
じ
め
、
大
垣
の
町
衆
が
岩
井
家
や
薗
家
と
い
っ
た
「
京
観

世
」
の
門
弟
だ
っ
た
こ
と
は
、
大
垣
の
地
理
や
経
済
と
深
く
関
係
す
る
。

谷
九
太
夫
が
富
裕
な
船
問
屋
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
大

垣
で
は
近
世
初
期
か
ら
明
治
末
期
に
か
け
て
水
運
が
発
達
し
て
い
た
。
そ
の

背
景
は
、
大
垣
に
東
接
す
る
揖
斐
川
が
河
口
の
桑
名
か
ら
東
西
の
海
運
に
接

続
し
、
か
つ
、
支
流
の
牧
田
川
か
ら
「
九
里
半
街
道
」
と
称
す
る
陸
路
を
経

て
琵
琶
湖
水
運
に
接
続
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
垣
は
河
川

を
通
じ
て
京
都
や
大
坂
と
直
結
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
大
垣
に
は
、
物
流
の
拠
点
と
な
る
河
湊
や
、
廻
船
問
屋
、
米
穀

取
引
所
が
発
達
し
、
豊
か
な
経
済
力
を
身
に
つ
け
た
町
人
た
ち
が
台
頭
し
た
。

そ
こ
に
、
町
人
の
文
化
が
興
隆
し
、
上
方
の
文
化
と
交
流
す
る
の
は
自
然
な

こ
と
で
あ
る
。

今
後
も
、
美
濃
地
域
と
上
方
と
の
文
化
的
交
流
に
つ
い
て
調
べ
て
い
き
た

い
。〔
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